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ワイヤレスブロードバンド
の具体像及び推進方策の検討

ワイヤレスブロードバンド推進の必要性ワイヤレスブロードバンド推進の必要性

ユビキタスネットワーク社会の実現ユビキタスネットワーク社会の実現
（（ee--JapanJapan戦略戦略ⅡⅡ、、uu--JapanJapan政策）政策）

世界最先端の世界最先端の
ワイヤレスブロードバンド環境の構築ワイヤレスブロードバンド環境の構築

（「電波政策ビジョン」（「電波政策ビジョン」 等）等）

周波数需要の増大

ユビキタスネット社会の実現に向け、
有線ブロードバンドとワイヤレスブロードバンドの融合が必須

将来のワイヤレスブロードバンド将来のワイヤレスブロードバンド
の利用形態、マーケットの把握の利用形態、マーケットの把握
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「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」の背景と位置付け「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」の背景と位置付け

（平成15年7月 情報通信審議会答申）

②【電波法改正：平成16年5月に成立】

周波数の再編方針

電波の利用状況調査の実施

電波再配分のための
給付金制度の創設

電波の再配分の実施

電波開放戦略

周波数割当計画
の変更

「電波政策ビジョン」

（平成15年10月策定・公表）

（平成15年度より本格調査）

周波数需要の増大

登録制度の導入

周波数再編アクションプランの策定

電波資源拡大のための
研究開発

自由な電波利用環境整備

①【電波法改正：平成14年5月に成立】

電波の逼迫度を勘案し、経済
的価値に係る要素を反映した
電波利用料制度を導入

③ 【電波法改正：平成17年10月に成立】

Ⅰ 抜本的な周波数割当ての見直し

Ⅱ 周波数の再配分・割当制度の整備

Ⅲ 電波利用料制度の抜本的な見直し

Ⅳ 研究開発の推進

Ⅴ 無線端末の円滑な普及促進

Ⅵ 国際戦略の一層の強化

Ⅶ 安心で安全な電波利用環境整備

ワイヤレスブロードバンド推進のワイヤレスブロードバンド推進の
具体策具体策

既存利用の再編既存利用の再編 新システムへの新システムへの
再配分再配分

電波の利用状況の調査・公表制度によ
る評価結果等を踏まえた具体的な周波
数割当計画の改訂の段階的実施に資す
る基本的な考え方を示す。 携帯電話、PHSの中長期の加入者数及び

所要伝送速度等の推計をもとに、ITUが策

定した予測方法を用いて算出した周波

数需要(5～6GHz以下)

・約270MHz幅(現状)

・330～340MHz幅(5年後)

・1,060～1,380MHz幅(10年後)

無線LANの中長期の利用者数及び所要伝

送速度等の推計をもとに、ITUが策定し

た予測方法を用いて算出した周波数需要

(主に5GHz帯)

・約160～200MHz幅(現状)

・最大約480MHz幅(5年後)

・最大約740MHz幅(10年後)

物流・食・医療等の多様な分野で(商品管

理、物流管理、トレーザビリティ等)電子

タグの高度利活用が進展

現在、135kHz帯(10～135kHz)、13.5MHz帯(13.553～13.567MHz)、2.4GHz帯(2.4

～2.4835GHz)等が確保されているが、多様な用途に対応できるよう、950MHz帯

付近等の新たな周波数帯も検討

① 5年以内に1.7GHz帯、2.5GHz帯を中心に約330～340MHz幅を確保
・800MHz帯(現在、MCA等で利用)で8MHz幅

・1.7/2.5GHz帯(現在、国の固定通信、民間の衛星等で利用)の一部の帯域

・2GHz帯で15MHz幅 等

② 5～10年以内に5～6GHz以下を中心に最大で約1.38GHz幅を確保
・VHF/UHF帯(現在、放送で利用)の一部の帯域

・800MHz帯(現在、地域防災無線通信、空港無線電話で利用)で10MHz幅

・1.5GHz帯(現在、MCA等で利用)で18MHz幅

・3.5GHz帯(現在、放送中継で利用）で200MHz幅の一部の帯域

・4G/5GHz帯(現在、電気通信事業者の固定通信で利用)の一部の帯域

① 5年以内に5GHz帯を中心に最大で480MHz幅の周波数需要に対応可能

な周波数を確保
・4.9～5.0GHz帯（現在、電気通信事業者の固定通信で利用)で100MHz幅

・5.25～5.35GHz帯(現在、国、電力会社等の気象レーダで使用)で100MHz幅

・5.47～5.725GHz帯(現在、国等のレーダで利用)の一部の帯域

② 5～10年以内に5GHz帯等を中心に最大で約740MHz幅の周波数需要に

対応可能な周波数を確保
・5GHz帯(現在、電気通信事業者の固定通信で利用)の一部の帯域

・準ミリ波帯の利用拡大及びミリ波帯（59～66GHz）の開発・導入

移動通信システム

無線LAN･NWA

RFID(電子タグ)

電波利用システムの高度化、開発の進展

及び導入の促進

① UWB無線システム：情報通信審議会におけるマイクロ波帯(3.1～10.6GHz)へ

の導入のための技術的条件の検討結果を踏まえ、来年度を目途に制度化

② ITS関連電波システム：既存の5.8GHz帯(5.77～5.85GHz)における周波数の効

率的利用の促進を行いつつ、高度化について利用周波数帯等を検討

③ 準天頂衛星通信システム：WRC-03で2.6GHz帯(2.605～2.630GHz)が音声衛星

放送用に分配されたこと等を踏まえ、利用周波数帯等を検討

④ 情報家電：電波の利用状況の調査結果や市場ニーズ等を踏まえ、5GHz帯近

辺の周波数割当てを念頭に、具体的な利用周波数、必要帯域幅等を検討

UWB、ITS、準天頂衛星通信
システム、情報家電 等

今
後
、
電
波
法
に
基
づ
く
周
波
数
割
当
計
画
の
改
訂
を
段
階
的
に
実
施

【情報通信審議会 答申】
「電波政策ビジョン」 の提言

世界最先端のワイヤレス
ブロードバンド環境の構築

Ⅰ 抜本的な周波数割当ての
見直し
・ 周波数の再編方針の策定

・ 周波数割当計画改訂の
段階的実施

Ⅱ 周波数の再配分・割当制度

の整備

Ⅲ 電波利用料制度の抜本的な

見直し

Ⅳ 研究開発の推進

Ⅴ 無線端末の円滑な普及促進

Ⅵ 国際戦略の一層の強化

Ⅶ 安心で安全な電波利用環境

整備

【今後中核となる電波利用システム】

今後の電波政策のあり方

【周波数の再編方針】

デジタル化の円滑な推進とその普及･発展
三大広域圏（関東、中京、近畿）では、2003年

12月に、その他の地域では2006年末までにデジ

タル放送を開始。2011年にアナログ放送を終了。

地上テレビジョン放送

① デジタル放送の円滑な全国展開のための周波数割当て

② UHF帯は、2012年以降、移動通信システムに利用

③ VHF帯は、地上デジタル音声放送、移動通信に関する今後の利用ニーズを踏

まえ、2011年以降新規需要への割当て

（参考）「周波数の再編方針（平成１５年１０月）」の概要（参考）「周波数の再編方針（平成１５年１０月）」の概要
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新たに導入するシステムとこのための周波数再編に関する検討の流れ新たに導入するシステムとこのための周波数再編に関する検討の流れ

ワイヤレスブロードワイヤレスブロード
バンドのニーズバンドのニーズ

提案公募による提案公募による
システムシステムの具体化の具体化

導入シナリオ、導入シナリオ、周波数分配周波数分配
及び及び普及推進方策普及推進方策

・・ ニーズ要素の想定ニーズ要素の想定

・・ 利用シーンの類型化利用シーンの類型化

・・ 提供サービス形態提供サービス形態

・・ サービスエリアサービスエリア

・・ 通信品質通信品質

・・ 伝送速度伝送速度 等等

・・ システム具体化のためのシステム具体化のための
シナリオ、適した周波数帯、シナリオ、適した周波数帯、
必要周波数幅必要周波数幅 等等

・・ 普及推進のための課題普及推進のための課題

ニーズに適合したシステム要件ニーズに適合したシステム要件
及び無線技術の要件について、及び無線技術の要件について、
アンケート結果を勘案して抽出アンケート結果を勘案して抽出

公募により得られた公募により得られた4444者者7777件件、、第第44世代移動通信システム、世代移動通信システム、

無線アクセスシステム、次世代情報家電、安全・安心のための無線アクセスシステム、次世代情報家電、安全・安心のための
ITSITSなどなどシステム提案システム提案ををシーンごとにシーンごとに分類分類

新たな新たなシステムを導入システムを導入 必要となる周波数を必要となる必要となる周波数を必要となる
時期までに確実に確保時期までに確実に確保

既存の電波利用システムが既存の電波利用システムが
使用する使用する周波周波数の数の

有効利用方策の検討有効利用方策の検討

ワイヤレスブロードバンドに関する基本的な視点ワイヤレスブロードバンドに関する基本的な視点

・・ユーザの視点ユーザの視点 ・・産業の視点産業の視点 ・・技術革新の視点技術革新の視点

・・公共性の視点公共性の視点 ・・セキュリティの視点セキュリティの視点 ・・電波の有効利用の視点電波の有効利用の視点

（システムパフォーマンス、選択幅）（システムパフォーマンス、選択幅） （提供形態、国際協力、標準化）（提供形態、国際協力、標準化） （汎用化、モジュール化）（汎用化、モジュール化）

（デ（ディィバイド、防災・緊急通信）バイド、防災・緊急通信） （安全なコンテンツ供給）（安全なコンテンツ供給） （周波数の再利用、システム共用、競争促進）（周波数の再利用、システム共用、競争促進）

ワイヤレスブロードバンドの現状～利用実態～ワイヤレスブロードバンドの現状～利用実態～

携帯電話携帯電話
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ＰＤＣ１人あたりの１日の使用パケット数 【 月間平均値 】
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データ・トラフィックの推移データ・トラフィックの推移 （ＮＴＴドコモ提供）（ＮＴＴドコモ提供）

契約数：契約数：

約９，３００万件約９，３００万件 （２００５年９月現在）（２００５年９月現在） ⇒⇒ 固定電話の約１．５倍固定電話の約１．５倍

利用実態：利用実態：

・・ 端末の普及や通信料金の低廉化に伴い、自宅等においても固定電話の代替としての利用が拡大端末の普及や通信料金の低廉化に伴い、自宅等においても固定電話の代替としての利用が拡大

・・ メール／データ通信等の非音声利用は今後も増加メール／データ通信等の非音声利用は今後も増加

・・ 一人あたりのデータ・トラフィックは、定額制の料金体系の導入により爆発的に増加一人あたりのデータ・トラフィックは、定額制の料金体系の導入により爆発的に増加
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モバイル通信に必要な帯域幅モバイル通信に必要な帯域幅 （ＮＴＴドコモ提供）（ＮＴＴドコモ提供）
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ワイヤレスブロードバンドの現状～利用実態～ワイヤレスブロードバンドの現状～利用実態～

小電力システム（情報家電も含む）小電力システム（情報家電も含む）

無線技術（距離・速度）と用途の拡大無線技術（距離・速度）と用途の拡大
（（CIAJCIAJ 次世代情報家電ネットワークタスクフォース提供）次世代情報家電ネットワークタスクフォース提供）

利用実態：利用実態：

・・ 情報家電は一般家庭に浸透しつつある情報家電は一般家庭に浸透しつつある

・・ 通信方式については、製品種別毎やメーカ集団毎通信方式については、製品種別毎やメーカ集団毎

に複数の規格が併存に複数の規格が併存

・・ 異なったメーカの機器を相互に接続することにしば異なったメーカの機器を相互に接続することにしば

しば困難性がみられるしば困難性がみられる

無線アクセスシステム無線アクセスシステム

（単位：万契約）

2.6
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11.7
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Ｈ１５．９末 Ｈ１６．３末 Ｈ１６．９末 Ｈ１７．３末

公衆無線ＬＡＮの契約数の推移公衆無線ＬＡＮの契約数の推移 （総務省調べ）（総務省調べ）

契約数契約数※※１１：： 約１１．７万件約１１．７万件※※２２ （２００５年３月現在）（２００５年３月現在）

※※１１ 事業者が提供する公衆無線ＬＡＮの契約数事業者が提供する公衆無線ＬＡＮの契約数
※※２２ その他、試験サービスとして提供されているものが数十万契約に相当その他、試験サービスとして提供されているものが数十万契約に相当

利用実態：利用実態：

・・ 無線局免許が不要の無線ＬＡＮが大部分を占める無線局免許が不要の無線ＬＡＮが大部分を占める

・・ 固定無線アクセス（ＦＷＡ）もＤＳＬ等のブロードバンド固定無線アクセス（ＦＷＡ）もＤＳＬ等のブロードバンド
ネットワークとして利用が増加ネットワークとして利用が増加

・・ 公衆無線スポットの設置数は大きく増加しているが、公衆無線スポットの設置数は大きく増加しているが、
偏在しており、利用者の収容能力に増加の余地あり偏在しており、利用者の収容能力に増加の余地あり

距離

100m

10m
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非圧縮ビデオMPEGビデオインターネット、音楽
メール、静止画

UWBBlue
tooth

HomeRF

802.11bZigBee

NFC

Felica

802.11g/a

IrDA

UHF帯
RFID

IrDA

センサ情報

Bluetooth

無線技術（距離・速度）と用途の拡大
伝送レート(bps)

10k                  100k                    1M                 10M                     100M                  1G

802.11n

距離
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10cm

1cm

非圧縮ビデオMPEGビデオインターネット、音楽
メール、静止画

UWBBlue
tooth

HomeRF

802.11bZigBee

NFC

Felica

802.11g/a

IrDA

UHF帯
RFID

IrDA

センサ情報

Bluetooth

無線技術（距離・速度）と用途の拡大
伝送レート(bps)

10k                  100k                    1M                 10M                     100M                  1G

802.11n

①①ユーザーが場所を意識することなく、ユーザーが場所を意識することなく、

どこでもどこでもアクセスアクセス可能可能なな無線無線通信通信

②②必要に応じてインターネットに常時接必要に応じてインターネットに常時接

続が可能となる無線通信続が可能となる無線通信

④④有線有線よりも簡易によりも簡易に接続を接続を確立確立するたするた

めめのの近近距離無線通信距離無線通信

⑤瞬時にアドホック的な⑤瞬時にアドホック的な無線通信網を無線通信網を

構築するための無線通信構築するための無線通信

⑥有線での条件不利地域⑥有線での条件不利地域の通信回線の通信回線

を安価に確立するための無線通信を安価に確立するための無線通信

③所要の通信品質を確保することがで③所要の通信品質を確保することがで

ききる無線通信る無線通信

⑦非常時に確実に利用することが可能⑦非常時に確実に利用することが可能

な無線通信な無線通信

全国

都市部等

【【利用シーン１利用シーン１】】
ユーザーはユーザーは何処で使えるかを何処で使えるかを全く全く意識意識しなくてよく、また、一度接続されしなくてよく、また、一度接続され
ると、ると、車中のような移動中車中のような移動中を含めどの様な状態を含めどの様な状態においてもにおいても一定の通信品一定の通信品
質が確保されるサービスを享受質が確保されるサービスを享受

【【利用シーン２利用シーン２】】
日常の行動範囲内であればどこであろうと、自宅や職場から持ち出した日常の行動範囲内であればどこであろうと、自宅や職場から持ち出した
パソコンをブロードバンド環境でストレス無く同様に使用することができるパソコンをブロードバンド環境でストレス無く同様に使用することができる
サービスを享受（モバイルホーム、モバイルオフィス）サービスを享受（モバイルホーム、モバイルオフィス）

【【利用シーン３利用シーン３】】
ある特定地点でのみで利用可能であることを意識して利用するものであある特定地点でのみで利用可能であることを意識して利用するものであ
り、り、そこに行けば簡単にそこに行けば簡単にかつ多様なかつ多様なブロードバンドサービスブロードバンドサービスを享受を享受

【【利用シーン４利用シーン４】】
有線によるブロードバンドの提供が困難な家、職場、施設等において、有有線によるブロードバンドの提供が困難な家、職場、施設等において、有
線と同等に近い条件でブロードバンドサービスを享受線と同等に近い条件でブロードバンドサービスを享受

【【利用シーン５利用シーン５】】
近距離にある無線機器同士が自動的に最適なネットワークを構築し、利近距離にある無線機器同士が自動的に最適なネットワークを構築し、利
用者が機器同士の通信を意識することなくこれを利用用者が機器同士の通信を意識することなくこれを利用

【【利用シーン６利用シーン６】】
移動する無線機器同士が自動的に瞬時にかつ優先的にネットワークを移動する無線機器同士が自動的に瞬時にかつ優先的にネットワークを
構築し、利用者が機器同士の通信を意識することなくこれを利用構築し、利用者が機器同士の通信を意識することなくこれを利用

【【利用シーン７利用シーン７】】
災害等の非常時に、通信システムを選ばず、確実に必要最小限の情報災害等の非常時に、通信システムを選ばず、確実に必要最小限の情報
のやり取りをすることが可能のやり取りをすることが可能

※※ ニーズ要素と利用シーンの類型化の関連付けについては、代表的なものをニーズ要素と利用シーンの類型化の関連付けについては、代表的なものを示している。示している。

ニーズ要素から構成される将来の利用シーンの類型化ニーズ要素から構成される将来の利用シーンの類型化

ニーズ要素ニーズ要素 利用シーンの類型化利用シーンの類型化
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携帯電話系／無線アクセスシステム系無線通信の標準化動向携帯電話系／無線アクセスシステム系無線通信の標準化動向 IMT2000IMT2000及びその将来システムの開発に関する枠組み及び全ての対象要素及びその将来システムの開発に関する枠組み及び全ての対象要素
（（ITUITU--RR勧告勧告M.1645M.1645より）より）

将来の移動通信の技術的なトレンド【利用シーン１、２】将来の移動通信の技術的なトレンド【利用シーン１、２】

現状の特徴総括現状の特徴総括

接続性接続性

既存システムとの既存システムとの
コンパチビリティコンパチビリティ

携帯電話系携帯電話系

移動性（エリア確保）注力移動性（エリア確保）注力

システム設計に高度なスキルシステム設計に高度なスキル

音声サービス音声サービス

ギャランティ型ギャランティ型

ハンドオーバーハンドオーバー

バックワードコンパチブルバックワードコンパチブル

全国規模のエリア全国規模のエリア

携帯電話系携帯電話系

移動性（エリア確保）注力移動性（エリア確保）注力

システム設計に高度なスキルシステム設計に高度なスキル

音声サービス音声サービス

ギャランティ型ギャランティ型

ハンドオーバーハンドオーバー

バックワードコンパチブルバックワードコンパチブル

全国規模のエリア全国規模のエリア

無線アクセスシステム系無線アクセスシステム系

ベストエフォート型（ＱｏＳ）ベストエフォート型（ＱｏＳ）

方式間切替方式間切替

高速データ伝送注力高速データ伝送注力

システム設計の容易性システム設計の容易性

データサービスデータサービス

メトロエリアメトロエリア

ホーム・オフィスエリアホーム・オフィスエリア

無線アクセスシステム系無線アクセスシステム系

ベストエフォート型（ＱｏＳ）ベストエフォート型（ＱｏＳ）

方式間切替方式間切替

高速データ伝送注力高速データ伝送注力

システム設計の容易性システム設計の容易性

データサービスデータサービス

メトロエリアメトロエリア

ホーム・オフィスエリアホーム・オフィスエリア
サービスエリアサービスエリア

携帯電話系／無線アクセスシステム系無線通信の比較携帯電話系／無線アクセスシステム系無線通信の比較

ＩＰを代表ＩＰを代表とするとする柔軟なコアネットワークによる柔軟なコアネットワークによる
シームレス化の進展シームレス化の進展

機
動
性

伝送容量

ＩＴＵ系無線通信ＩＴＵ系無線通信
（３Ｇ）（３Ｇ）

広帯域広帯域
移動通信移動通信

ＦＷＡＦＷＡ

ＩＥＥＥ系無線通信ＩＥＥＥ系無線通信
（ＷｉＭ（ＷｉＭAXAX））

高低

高

低

機
動
性

伝送容量

ＩＴＵ系無線通信ＩＴＵ系無線通信
（３Ｇ）（３Ｇ）

広帯域広帯域
移動通信移動通信

ＦＷＡＦＷＡ

ＩＥＥＥ系無線通信ＩＥＥＥ系無線通信
（ＷｉＭ（ＷｉＭAXAX））

高低

高

低

次世代移動通信システムの分類【利用シーン１、２】次世代移動通信システムの分類【利用シーン１、２】

少なくとも中速移動において
確保

安定して高速移動時において
も確保されると想定

高速移動時においても保証モビリティ

稠密なエリア展開を前提とす
るが、地域を限定したサービ
ス導入を行う可能性もある

全国展開を想定ほぼ100%（全国的）を前提エリア

・IP接続レベルで常時接続し、

帯域を時間共有することに
よって、瞬時に効率的な高速
伝送(最大伝送速度20～
30Mbps程度以上)を実現

・一定レベル以上の上り伝送
速度を確保（最大伝送速度
10Mbps程度以上）
・3G/3.5Gを上回る高い周波

数利用効率

・100Mbps程度以上の伝送速

度を前提

・現存の3G、3.5Gに対して

更なる大容量化
・一定の品質を必ず確保する
ため、呼制御や個別の帯域確
保を実施

サービス
・品質

IEEE802.16系, IEEE802.20系
次世代PHS 等

ITUにおいて検討中3G LTE,
Enhanced cdma2000等

規格等

広帯域移動無線アクセス4G※

(第4世代移動通信システム)
高度化3G

（第3世代携帯電話の高度化ｼｽﾃﾑ）

カテゴリ

※第4世代移動通信システムの要求条件等は現時点で未定であるが、ここでは、現時点でITUにおいてIMT-Advancedとして検討が

行われているものを分類
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エリア展開

WLAN

WPAN

コスト・機能

信頼性向上のた
め高機能化

限定機能で低
コスト達成

WMAN
（広帯域移動無線アクセスシステム）

WWAN
（セルラ系システム）

4G

高度化3G

3G/3.5G

広帯域移動無線アクセス

3G/3.5G

広帯域移動無線アクセス

ルーラルエリア アーバンエリア

2007年頃～

2009年頃～

ｵｰﾊﾞｰﾚｲｵｰﾊﾞｰﾚｲ

【ケース1】 （広帯域移動無線アクセスシステムを既存の移動通信システムと
融合する形で導入）

高度化3G

2010年頃～
広帯域移動無線アクセス

広帯域移動無線アクセス

【ケース2】 （広帯域移動無線アクセスシステムを単独で導入）

3G/3.5G

ｵｰﾊﾞｰﾚｲｵｰﾊﾞｰﾚｲ

ｵｰﾊﾞｰﾚｲｵｰﾊﾞｰﾚｲ

無線LAN等 無線LAN等無線LAN等

融合利用（補完）

融合利用（補完）

融合利用（補完）

融合利用

次世代移動通信システムの導入シナリオ【利用シーン１、２】次世代移動通信システムの導入シナリオ【利用シーン１、２】

・ 現行の３Ｇ携帯電話（セルラー系システム）では
提供できない移動系ブロードバンド（ＷiMAX等）
を広帯域移動無線アクセスシステムと位置付け

・ ３Ｇ／Ｂ３Ｇ携帯電話と広帯域移動無線アクセス
が融合利用されていく状況を予測

IMT-2000プランバンドの中で高度化３Gへ割当て

2.5GHz帯
（2500-2690MHz）

1.7GHz帯
（1710-1885MHz）

800MHz帯
（8MHz幅）

2.0GHz帯
（2010-2025MHz）

IMT-2000プランバンド

800MHz帯
（上り下りの

周波数の変換）

３G（FDD方式）への割当て

が確定
３G（TDD方式）への

割当てが確定
2012年を目途に再編

を行う予定

次世代移動通信システムの候補周波数の考え方【利用シーン１、２】次世代移動通信システムの候補周波数の考え方【利用シーン１、２】

新たな移動通信システムへ割当て

2.5GHz帯を広帯域移動無線

アクセスシステムへ割当て

候補周波数帯： 2.5GHz帯

・3G／3.5Gを上回る伝送速度
・一定レベル以上の伝送速度
・3G／3.5Gを上回る周波数効率

3.4-4.2GHz 4.4-4.9GHz

4G向けに提案している周波数帯

３G（FDD方式）

が免許

伝送速度100Mbps以上実現のため、
IMTプランバンド以外でまとまった

周波数帯域の確保
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○ 有線によりブロードバンドが提供されないシチュエーション

《Ａ》面積が相対的に大きく、密度が低い
世帯等を収容するための回線

《Ｂ》物理的要因により有線の回線敷設が
困難な地域の回線

《Ｃ》同一構内又は同一建物内の
アクセス等

．．． その他

《Ｄ》移動しながらは
使わないが、端末を
どこにでも持ち運んで
可搬的に使う回線
（他の利用シーンを
含む概念）

有線ブロードバンドを代替するシステムの要求条件有線ブロードバンドを代替するシステムの要求条件

世界的な
標準化との協調

大規模市場による
需要の下支え

オープン
スタンダード

デバイスやサービス構築コストの低廉化

導入の容易性・高い拡張性

◇有線によるブロードバンドが
提供されない原因

・ 需要規模の不足
（運用コスト高）

・ 相対的に高い整備コスト
（初期コスト高）

①移動通信システム等に使用される見込みがない（又は周波数の地域別共用が可能な）
できる限り低い周波数帯であること

②国内又は国外において、相当数の端末が既に導入されている又は導入が見込まれている
周波数帯と合致すること

（注）国際情勢は目まぐるしく変遷するため、特に②については、導入の時期における状況を勘案することが必要。

有線ブロードバンドを代替するシステムの周波数帯の要件有線ブロードバンドを代替するシステムの周波数帯の要件

有線ブロードバンド代替システムの概要 【利用シーン４】有線ブロードバンド代替システムの概要 【利用シーン４】

ルーラルエリア アーバンエリア

・ 利用シーン１、２等の移動通信システムが周波数帯を利用しないエリアに限り、導入可能性を検討。

有線ブロードバンド
代替システム

利用シーン１

利用シーン２

融合利用（補完）

周波数を専用する電気通信事業者に適用

自営及び周波数を共用する電気通信事業者に適用

候補周波数帯： 2.5GHz帯

候補周波数帯： 4.9GHz帯

・ キャリアセンス機能を具備することを前提として、
他の無線アクセスシステムと同じく、登録制の下、
周波数を共用。

※現在、一部の地域において既に無線アクセスシステム
の登録局に開放されている周波数帯域であり、これらと
同じ条件で、有線ブロードバンド代替システムを導入
することが可能。

登録制の対象地域の拡大
とともに、有線ブロードバン
ド代替システムの導入可能
エリアも拡大

有線ブロードバンド代替システムの導入シナリオ【利用シーン４】有線ブロードバンド代替システムの導入シナリオ【利用シーン４】

今後導入可能性のある
周波数帯

候補周波数帯： 1.5GHz帯

○現状
2G携帯電話、MCA陸上移動
無線に使用されている。

○将来の利用形態
・MCA陸上無線の内、アナロ
グ方式のものは2007年10月1
日までの利用期限
・3G携帯電話をはじめとする
移動通信システムの導入が
見込まれるが、条件は未定

○導入可能性
・移動通信システムの
条件によっては、地域
的に割当ての可能性
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安全・安心ITSの概要【利用シーン６】安全・安心ITSの概要【利用シーン６】

道路規制情報の提供

（一時停止位置）

接近車両情報の提供

（出会い頭事故対応）

止まれ信号
制御装置

信号情報の提供

大型トラック

停止・低速車両情報の提供

路側機

カメラ

（凡例）

通信エリア

センサー
凍結路面

渋滞末尾

死角

横断歩行者・自転車情報の提供

死角画像情報の提供
（右折事故対応）

交差点
（信号機有り）

交差点
（信号機無し）

見通し外
（カーブ）

路車間通信システム

（例）前車減速制動→ 後続車も減速制動

① ②

③ 周辺車両の情報を解析
④ 解析結果に基づき事故防止支援

衝突可能性小
急接近中・衝突可能性大

警報警報 減速→停止

車両間ﾈｯﾄﾜｰｸ構成 → ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等にも接続

車両間でｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ情報等を交換

① 自車位置・挙動等の情報を送信
② 周辺車両の位置・挙動等の情報を受信

・私はここ
・私は減速中
・直進中 等

★★ 情報交換情報交換

★★ 事故防止支援事故防止支援

前後車両間で制動・挙動情報を交換

★★ 車両制御支援車両制御支援

・位置
・加・減速
・直進中 等

（例）前車減速制動→ 後続車も減速制動

① ②① ②

③ 周辺車両の情報を解析
④ 解析結果に基づき事故防止支援

衝突可能性小
急接近中・衝突可能性大

警報警報 減速→停止

車両間ﾈｯﾄﾜｰｸ構成 → ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等にも接続

車両間でｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ情報等を交換

① 自車位置・挙動等の情報を送信
② 周辺車両の位置・挙動等の情報を受信

・私はここ
・私は減速中
・直進中 等

★★ 情報交換情報交換

★★ 事故防止支援事故防止支援

前後車両間で制動・挙動情報を交換

★★ 車両制御支援車両制御支援

・位置
・加・減速
・直進中 等

車車間通信システム

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

側方車

先行車

～１００ｍ

側方車

○ 雨や霧などの日にも効果を発揮するミリ波車載レーダーを利用して
前走車等の状態を検出し適切なアクセル／ブレーキ制御等により加減
速を行う。

○ 衝突が避けられない自車の状況を事前に判断し、安全装備を早期に
作動

ミリ波車載レーダーで、道路上にある車両や障害物を認知し、シート
ベルトの早期巻取りで乗員拘束性能を高めるとともにペダルの踏み込
みに応じ早期に制動力を補助し衝突速度を低減

自律型システム

自律型システム

高精度な障害物検知・回避
（分解能 数10cm程度）

ミリ波レーダ
（分解能1m程度）

高精度化高精度化

201X201X年年 20YY20YY年年

次世代ITS

路車間通信システム

VICS

DSRC

信号情報の提供
接近車両情報の提供
緊急車両優先通行システム 等

多情報化多情報化

現 在

位置・速度情報の提供 等位置・速度情報の提供 等

人車間通信システム

ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

他のシステム情報の中継高機能化高機能化位置・速度情報の提供

情報の連携車車間通信システム

情報の連携
情報の連携

より高度化したシステム

既存のDSRCを

活用

安全・安心ITSの導入シナリオ【利用シーン６】安全・安心ITSの導入シナリオ【利用シーン６】
・ ミリ波レーダーは、人やベビーカー等を検知できる分解能を得られるよう高度化
・ 路側機が設置されていない交差点等で事故回避・被害軽減に車車間通信システムが有効
・ 路側機が設置されているエリアにおける事故対策に路車間通信システムが有効
・ ２０１０年以降、２つのシステムが同時期に導入され、路車間通信システムにより提供された情報は、より将来的には車車間通信

システムによって形成されるアドホックネットワークにより、広範囲に存在する車両に提供
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安全・安心ITSの周波数の考え方【利用シーン６】安全・安心ITSの周波数の考え方【利用シーン６】

路車間通信システム車車間通信システム

○約２０ｃｍ以下の分解能を目的とした場合、３GHz幅が必要。

○国際的にも７９GHz帯での導入に向けて標準化等が進められ

ている。

自律型システム

候補周波数帯：78-81GHz

○低い周波数を使用する事で見通し外に存在する
車輌との通信を実現。

候補周波数帯：VHF帯、UHF帯等 候補周波数帯：5.8GHz帯等

○現在割り当てられている5.8GHz帯において、
現行のVICSの高度化、DSRCを利用したサービ

スの検討。

○新たなサービスの提供に当たり、周波数需要に応じて、
周波数の追加を検討。

建物 止まれ

DVD/HDD

STB

デジタルTV

PC

現在

DVD/HDD
普及台数：4900万台

無線化率：10%

STB
普及台数：2000万台

無線化率：10%

デジタルTV
普及台数：5400万台

無線化率：10%

PC
普及台数：1億台
無線化率：50%

5年後（2010年）

デジタルTV
普及台数：1億台
無線化率：50%

PC
普及台数：1.5億台
無線化率：100%

10年後（2015年）

NW機能付ゲーム機
NW機能付ゲーム機

普及台数：3000万台
無線化率：100%

DVD/HDD

STB

普及台数：1.3億台
無線化率：50%

NW機能付

ゲーム機

サーバ

JEITA「AV主要品目世界需要予測」 、ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ「Media Fusion Report 2005」等から推計

（注） デジタル放送対応チューナー搭載のものを含む

DVD/HDD

STB

デジタルTV

PC

現在

DVD/HDD
普及台数：4900万台

無線化率：10%

STB
普及台数：2000万台

無線化率：10%

デジタルTV
普及台数：5400万台

無線化率：10%

PC
普及台数：1億台
無線化率：50%

5年後（2010年）

デジタルTV
普及台数：1億台
無線化率：50%

PC
普及台数：1.5億台
無線化率：100%

10年後（2015年）

NW機能付ゲーム機
NW機能付ゲーム機

普及台数：3000万台
無線化率：100%

DVD/HDD

STB

普及台数：1.3億台
無線化率：50%

NW機能付

ゲーム機

サーバ

JEITA「AV主要品目世界需要予測」 、ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ「Media Fusion Report 2005」等から推計

（注） デジタル放送対応チューナー搭載のものを含む

サーバ

テレビ

オーディオ装置

映像モニタ

中継装置

（同一室内）

ゲーム機

PC

映像を主体とした用途

音楽を主体とした用途 サーバを主体とした統合用途

映像機器の端子間接続の用途

家庭でのユースケースを想定し、大容量とストリーミングの観点から４つに分類

サーバ

テレビ

オーディオ装置

映像モニタ

中継装置

（同一室内）

ゲーム機

PC

映像を主体とした用途

音楽を主体とした用途 サーバを主体とした統合用途

映像機器の端子間接続の用途

家庭でのユースケースを想定し、大容量とストリーミングの観点から４つに分類

次世代情報家電の用途と普及予測【利用シーン５】次世代情報家電の用途と普及予測【利用シーン５】

用途による分類 代表的な機器の普及予測
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次世代情報家電の導入シナリオ【利用シーン５】次世代情報家電の導入シナリオ【利用シーン５】

・ 十分な伝送帯域とQoS保証のしくみの確立。
・ PCなどのIP機器やモバイル機器等（含む車載機

器）とネットワークレベルでの相互接続性が世界
中の家庭で確保可能。

・ 操作が容易であり、初期設定、機器の追加、削除、
メンテナンス等が簡易。

・ セキュアなネットワーク環境が提供可能。
・ 現在検討中の標準（例えばDLNA※ ）との親和性。
など

システムの要件 周波数の考え方

IEEE802.11a/e,n（無線LAN）

※Digital Living Network Alliance 

候補周波数帯： 5GHz帯

・ 2015年を導入時期に設定
・ 国際的な合意に基づく帯域を選定
・ 情報家電以外のシステムとの周波数共用

での実現
・ 必要最大周波数帯幅は540MHz

（ただし、無線LAN高度化技術の進展や映
像符号化技術の進展等により、狭くなる
可能性。）

※2008年頃、無線LANの高速化及び新映像
符号化の動向、国際的な電波利用の方向性
と技術開発動向を踏まえ、周波数帯及び周
波数帯を再検討。

とりまとめられた新システムと主な候補周波数帯とりまとめられた新システムと主な候補周波数帯

・・ ユーザーが場所を意識することなくどこでもアクセス可能な無線通信ユーザーが場所を意識することなくどこでもアクセス可能な無線通信

・・ 所要の通信品質を確保することができる無線通信所要の通信品質を確保することができる無線通信

【【システム例システム例】】 携帯電話（高度化携帯電話（高度化3G3G、、移動時移動時100Mbps100Mbpsを実現するを実現する4G4G））

【【周波数帯周波数帯】】 高度化高度化3G3G：： 800MHz800MHz帯、帯、1.51.5※※/1.7/2.0/2.5GHz/1.7/2.0/2.5GHz帯帯

4G4G：： 3.43.4--4.2GHz4.2GHz帯帯、、44.4.4-- 44.9GHz.9GHz帯帯

・・ 必要に応じてインターネットに常時接続が可能となる無線通信必要に応じてインターネットに常時接続が可能となる無線通信

（モバイルオフィス、モバイルホーム）（モバイルオフィス、モバイルホーム）

・・ 携帯電話や無線携帯電話や無線LANLAN等と組み合わせて利用等と組み合わせて利用

【【システム例システム例】】 IPIP常時接続を実現する常時接続を実現する広帯域移動無線アクセス広帯域移動無線アクセス

（（WiMAXWiMAX（（16e16e）、次世代）、次世代PHS PHS 等）等）

【【周波数帯周波数帯】】 2.5GHz2.5GHz帯帯

前方優先車線
進行車両有り

右折しま
す

交差点進入します。 車線変更しま
す

・・ 瞬時にアドホック的な無線通信網を構築する無線通信瞬時にアドホック的な無線通信網を構築する無線通信

【【システム例システム例】】 交通事故を削減するための安全・安心交通事故を削減するための安全・安心高度化高度化ITSITS

【【周波数帯周波数帯】】 見通しの悪い交差点等での見通しの悪い交差点等での車車間通信：車車間通信： VHF/UHFVHF/UHF帯帯 等等

信号機等から道路状況を伝える信号機等から道路状況を伝える路車間通信等：路車間通信等： 5.8GHz5.8GHz帯帯

（既利用帯（既利用帯域域の拡張）の拡張） 等等

通行人、ベビーカーを見分ける通行人、ベビーカーを見分けるミリ波レーダー：ミリ波レーダー： 7878--81GHz81GHz帯帯

・・ 有線よりも簡易に接続を確立するための近距離無線通信有線よりも簡易に接続を確立するための近距離無線通信

【【システム例システム例】】 次世代情報家電次世代情報家電

【【周波数帯周波数帯】】 5GHz5GHz帯（無線帯（無線LANLANと共用と共用、、WiFiWiFiの高度化の高度化））

・・ 有線での条件不利地域の通信回線を安価に確立するための無線通信有線での条件不利地域の通信回線を安価に確立するための無線通信

・・ コスト重視で、国際規格やアーバンシステムをルーラル利用コスト重視で、国際規格やアーバンシステムをルーラル利用

【【システム例システム例】】 見通し外でも実現する見通し外でも実現するFWAFWA

（（WiMAXWiMAX（（1616--20042004）、）、iBurstiBurst、高度化、高度化DSDS--CDMACDMA等）等）

【【周波数帯周波数帯】】 1.5/2.5GHz1.5/2.5GHz帯（移動通信システム帯（移動通信システム用周波数用周波数のの地域地域利用）利用）

4.94.9--5.0GHz5.0GHz帯（登録制度の帯域）帯（登録制度の帯域） 等等

○次世代移動通信システム、モバイルオフィス・モバイルホーム
【利用シーン１、２】

○有線ブロードバンド代替システム 【利用シーン４】

○安全・安心ＩＴＳ 【利用シーン６】

○次世代情報家電、ホームネットワーク 【利用シーン５】

※※ 周波数再編アクションプランに基づく検討による。周波数再編アクションプランに基づく検討による。
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狭域通信等
5875

5725

自動着陸誘導
システム

5925

5091

5650

6425

各種レーダ 放送事業 電通業務(固定)

航空無線航行
(電波高度計等)

電通業務(固定衛星↑)

航空機・船舶
等レーダー

無線

LAN

電通業務

(固定衛星↓)

アマ

チュア

電通業務(固定)

産業科学

医療用

3400

3600

4200

4400

5000

5150

5250

5350

5850

6485

3000 
MHz

6500 
MHz

非静止移動衛星↑

気象
レーダー

放送事業

5770

5850

電通業務(固定)

4800

4500

固定
衛星↓

固定無線システム

無線標定システム

衛星通信システム

その他

4900

5030

無線アクセス

無線
アクセス

5475

計画中

狭域通信等
5875

5725

自動着陸誘導
システム

5925

5091

5650

6425

各種レーダ 放送事業 電通業務(固定)

航空無線航行
(電波高度計等)

電通業務(固定衛星↑)

航空機・船舶
等レーダー

無線

LAN

電通業務

(固定衛星↓)

アマ

チュア

電通業務(固定)

産業科学

医療用

3400

3600

4200

4400

5000

5150

5250

5350

5850

6485

3000 
MHz

6500 
MHz

非静止移動衛星↑

気象
レーダー

放送事業

5770

5850

電通業務(固定)

4800

4500

固定
衛星↓

固定無線システム

無線標定システム

衛星通信システム

その他

4900

5030

無線アクセス

無線
アクセス

5475

計画中

新システム導入のための既存システムの周波数再編の必要性新システム導入のための既存システムの周波数再編の必要性

国際的な今後の周波数の割当て動向
・ 移動通信システム ⇒ 5ｰ6GHz以下
・ 無線LAN ⇒ 主に5GHz帯

33--6GHz6GHzの周波数帯の分配状況の周波数帯の分配状況

新システムを導入するためには、必要となる周波数新システムを導入するためには、必要となる周波数帯（帯（UHF UHF 帯帯(800MHz(800MHz--3GHz)3GHz)及び及び
低マイクロ波帯（低マイクロ波帯（33--6GHz6GHz））等）等）を、必要となる時期までに確実に確保することが不可欠を、必要となる時期までに確実に確保することが不可欠だだが、が、

既に現在多くの無線局によって使用されており、新たな周波数需要を賄うことは極めて困難な状況既に現在多くの無線局によって使用されており、新たな周波数需要を賄うことは極めて困難な状況

（例）（例）３～６ＧＨｚ帯を主に使用する３～６ＧＨｚ帯を主に使用する固定無線固定無線、、無線標定無線標定及び及び衛星通信衛星通信の各システムの周波数有効利用の各システムの周波数有効利用方策を検討方策を検討

周波数の有効利用方策の具体例周波数の有効利用方策の具体例

割当周波数帯幅 （15チャンネル分の割当て）
見直し割当周波数帯幅

（9チャンネル分の割当て）
空き周波数の創出
(6チャンネル分）

・・ 割当周波数帯幅の見直し割当周波数帯幅の見直し

干渉を
与えない
限度まで

他のシステム

・・ 周波数の周波数の有効有効利用技術の活用（アンダーレイ利用技術の活用（アンダーレイ技術技術））

・・ 周波数の周波数の有効有効利用技術の活用（利用技術の活用（システム間のキャリアセンス技術システム間のキャリアセンス技術））

時間

（例）

システムＡ

システムＢ

時間の空きを確認

時間の
隙間利用

空きを確認後、短時間利用

システムＣ

システムB

送信しない

システムＢ

システムＡが送信停止中

送信

システムＡが送信中

システムＡ システムＡ

システムB システムＢ

システムＡ システムＡ時間

（例）

システムＡ

システムＢ

時間の空きを確認

時間の
隙間利用

空きを確認後、短時間利用

システムＣ

システムB

送信しない

システムＢ

システムＡが送信停止中

送信

システムＡが送信中

システムＡ システムＡ

システムＡが送信中

システムＡ システムＡ

システムB システムＢ

システムＡ システムＡ

レーダー電波のイメージ

スプリアス

現在の使用帯域幅

狭帯域化

現在の波形
ナロー化技術等
適用後の波形

周波数

出
力

不要な電波（スプリ
アス）を低減する技
術レーダーの使用

する帯域幅を狭
帯域化する技術

・・ 周波数の周波数の有効有効利用技術の活用利用技術の活用
（（ナロー化技術及びスプリアス低減技術ナロー化技術及びスプリアス低減技術））

陸上系システムの需要が多い地域陸上系システムの需要が少ない地域

多くのチャンネルを割当て チャンネルの割当てを絞る

陸上系システムの需要が多い地域陸上系システムの需要が少ない地域

多くのチャンネルを割当て チャンネルの割当てを絞る

・・ 周波数割当ての空中分割によるシステム間の共用周波数割当ての空中分割によるシステム間の共用
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各システムに適用する周波数の有効利用方策のまとめ各システムに適用する周波数の有効利用方策のまとめ

＜例＞
・干渉波からの影響

低減
・アンダーレイ

＜例＞
・ナロー化
・スプリアス低減
・システム間キャリア

センス

＜例＞
・ナロー化
・アンダーレイ
・システム間キャリア

センス

○○○周波数の有効利用技術の活用⑤

○―○周波数割当ての地域分割によるシス
テム間共用

④

○○○割当周波数帯幅の見直し③

○○○他の周波数帯への移行②

○―○光ファイバ等の有線系システムへの
代替

①

衛星通信システム衛星通信システム無線標定システム無線標定システム固定無線システム固定無線システム
周波数の有効利用方策

システム名

今後のワイヤレスブロードバンド環境実現に向けた取組今後のワイヤレスブロードバンド環境実現に向けた取組

・・ インフラの高度化の推進と様々なサービス開発をインフラの高度化の推進と様々なサービス開発を
促進するためのオープンなプラットフォームの構築促進するためのオープンなプラットフォームの構築

・・ 様々なシステムに関する実験の推進様々なシステムに関する実験の推進

・・ 安心感、信頼感を醸成するためのセキュリティや安心感、信頼感を醸成するためのセキュリティや
プライバシー対策等への取組の強化プライバシー対策等への取組の強化

世界最先端のワイヤレス世界最先端のワイヤレス

ブロードバンド環境の実現ブロードバンド環境の実現

ユーザの利便性向上ユーザの利便性向上

ワイヤレスブロードバンドワイヤレスブロードバンド
分野における我が国の分野における我が国の
リーダーシップの確保リーダーシップの確保

・・ 世界に先駆けて新しいものに挑戦する世界に先駆けて新しいものに挑戦する
チャレンジ精神とリスクマネーの供給チャレンジ精神とリスクマネーの供給

・・ 戦略的な標準化及び周波数の国際的戦略的な標準化及び周波数の国際的
な調和な調和

・・ 技術的条件の早期作成に向けた戦略技術的条件の早期作成に向けた戦略
的な取組的な取組

・・ 周波数の再編方針に沿った周波数再編周波数の再編方針に沿った周波数再編
作業の着実な実施作業の着実な実施

・・ 同一周波数帯の多様な用途への対応等、同一周波数帯の多様な用途への対応等、
周波数の一層の有効利用を図るための周波数の一層の有効利用を図るための
制度的枠組の検討制度的枠組の検討

・・ 周波数の一層の有効利用を促進する研周波数の一層の有効利用を促進する研
究開発の推進究開発の推進

周波数の有効利用周波数の有効利用
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新たなライフ新たなライフ

スタイルの創造スタイルの創造

新たなワイヤレス新たなワイヤレス
産業の開拓産業の開拓

固定マイクロ固定マイクロ回線回線

レーダーレーダー

人 工 衛 星 局  

地 球 局  

地 球 局  

地 球 局  

人工衛星人工衛星

大規模な社会システムが使用大規模な社会システムが使用
している周波数帯を再編している周波数帯を再編

次世代情報家電、ホームネットワーク次世代情報家電、ホームネットワーク

次世代移動通信システム次世代移動通信システム
モバイルオフィス、モバイルホームモバイルオフィス、モバイルホーム

前方優先車線
進行車両有り

右折します

交差点進入します。
車線変更

します

安全・安心ＩＴＳ安全・安心ＩＴＳ

生活に密着したシステムへ生活に密着したシステムへ
再配分（再配分（主に主に４分野）４分野）

有線ブロードバンド代替システム有線ブロードバンド代替システム

「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」の検討結果「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」の検討結果

世
界
最
先
端
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
構
築

世
界
最
先
端
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
構
築

平成平成1818年年～～

○情報通信審議会における○情報通信審議会における

技術基準の検討技術基準の検討

○電波監理審議会における○電波監理審議会における
制度整備制度整備 等等

○ワイヤレスブロードバ○ワイヤレスブロードバ

ンド分野における我がンド分野における我が

国のリーダーシップの国のリーダーシップの

確保確保

○周波数の有効利用○周波数の有効利用

○ユーザの利便性向上○ユーザの利便性向上

今後の取組今後の取組

○ユーザの視点の取入○ユーザの視点の取入

○提案募集によるワイヤレス○提案募集によるワイヤレス

ブロードバンドブロードバンドのの具体的シ具体的シ

ステムの検討ステムの検討

○マーケットの需要に応じ○マーケットの需要に応じ

たた周波数再編の促進周波数再編の促進

「ワイヤレスブロードバンド「ワイヤレスブロードバンド
推進研究会」の検討推進研究会」の検討

今後のスケジュール今後のスケジュール

（参考）「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」報告書 目次（参考）「ワイヤレスブロードバンド推進研究会」報告書 目次

第１章第１章 はじめにはじめに

第２章第２章 ワイヤレスブロードバンドの現状についてワイヤレスブロードバンドの現状について

第３章第３章 ワイヤレスブロードバンドに関する基本的な視点ワイヤレスブロードバンドに関する基本的な視点

２．１２．１ 国内動向国内動向

２．２２．２ 諸外国の動向諸外国の動向

３．１３．１ ユーザの視点ユーザの視点

３．２３．２ 産業の視点産業の視点

３．３３．３ 技術革新の視点技術革新の視点

３．４３．４ 公共性の視点公共性の視点

３．５３．５ セキュリティの視点セキュリティの視点

３．６３．６ 電波の有効利用の視点電波の有効利用の視点

第４章第４章 ニーズ要素の想定から具体的システムへの展開についてニーズ要素の想定から具体的システムへの展開について

４．１４．１ 検討の方法について検討の方法について

４．２４．２ アンケート結果についてアンケート結果について

４．３４．３ ニーズ要素の想定ニーズ要素の想定

４．４４．４ ニーズ要素と将来の利用シーンの類型化ニーズ要素と将来の利用シーンの類型化

４．５４．５ 各利用シーンにおけるシステム等の要件各利用シーンにおけるシステム等の要件

第５章第５章 利用シーンに基づく導入シナリオ、周波数帯の検討利用シーンに基づく導入シナリオ、周波数帯の検討

５．３５．３ 有線ブロードバンドの提供が困難である場合における代替シス有線ブロードバンドの提供が困難である場合における代替シス
テム（有線ブロードバンド代替システム）に関する導入シナリオとテム（有線ブロードバンド代替システム）に関する導入シナリオと
と周波数帯と周波数帯【【利用シーン４利用シーン４】】

５．４５．４ 安全・安心ＩＴＳに関する導入シナリオと周波数帯安全・安心ＩＴＳに関する導入シナリオと周波数帯【【利用シーン６利用シーン６】】

５．５５．５ 次世代情報家電に関する導入シナリオと周波数帯次世代情報家電に関する導入シナリオと周波数帯【【利用シーン５利用シーン５】】

５．６５．６ その他の利用シーンに関する検討その他の利用シーンに関する検討

５．７５．７ まとめまとめ

第６章第６章 周波数有効利用方策に関する基本的な考え方周波数有効利用方策に関する基本的な考え方

６．１６．１ 周波数再編の推進周波数再編の推進

６．２６．２ 固定無線システムにおける周波数の有効利用方策に関する基本固定無線システムにおける周波数の有効利用方策に関する基本
的な考え方的な考え方

６．３６．３ 無線標定システムにおける周波数の有効利用方策に関する基本無線標定システムにおける周波数の有効利用方策に関する基本
的な考え方的な考え方

６．４６．４ 衛星通信システムにおける周波数の有効利用方策に関する基本衛星通信システムにおける周波数の有効利用方策に関する基本
的な考え方的な考え方

６．５６．５ 周波数の有効利用方策のまとめ周波数の有効利用方策のまとめ

６．６６．６ 周波数の有効利用方策の検討に当たり考慮すべき観点周波数の有効利用方策の検討に当たり考慮すべき観点

６．７６．７ 個別の無線局の具体的な検討に当たっての留意点個別の無線局の具体的な検討に当たっての留意点

６．８６．８ 今後の具体的な適用について今後の具体的な適用について

５．１５．１ 具体的システムの提案公募の実施具体的システムの提案公募の実施

５．２５．２ 移動通信システムに関する導入シナリオと周波数帯移動通信システムに関する導入シナリオと周波数帯【【利用利用
シーン１及び２シーン１及び２】】

第７章第７章 今後のワイヤレスブロードバンド環境実現に向けた取組今後のワイヤレスブロードバンド環境実現に向けた取組

７．１７．１ ワイヤレスブロードバンド分野における我が国のリーダーシップのワイヤレスブロードバンド分野における我が国のリーダーシップの
確保確保

７．２７．２ 周波数有効利用に向けた取組の推進周波数有効利用に向けた取組の推進

７．３７．３ ユーザの利便性向上に向けた取組の推進ユーザの利便性向上に向けた取組の推進
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